
 

147 昭

和

二

十

五

年

十

二

月

一

日

提

出 

質

問

第

一

四

七

号 

    

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

警
察
予
備
隊
員
の
解
雇
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
二
十
五
年
十
二
月
一
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

幣 

原 
喜 
重 
郞 

殿 

 

提
出
者 

橫 

田 

甚 

太 

郞 

 

一 

 



 

三 

、

四 

い
ず
れ
に
し
て
も
採
用
し
て
お
い
て
、
今
頃
に
な
つ
て
病
気
と
い
う
理
由
で
首
を
切
る
よ
う
で
は
入
隊
後
、
一
体
ど
の

よ
う
な
給
食
を
し
て
い
た
の
か
。
ど
の
よ
う
に
む
ご
い
取
扱
い
を
し
て
い
た
か
。
（
訓
練
、
時
間
、
種
目
等
） 

五 

今
後
発
病
を
理
由
に
相
当
数
の
被
か
く
首
者
が
出
る
か
。
出
る
と
す
れ
ば
何
人
位
か
。
そ
の
補
充
に
対
す
る
政
府
の
対

策
如
何
。 

、

三 

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
発
病
を
理
由
と
し
て
い
る
そ
う
だ
が
、
入
隊
後
の
発
病
で
あ
る
の
か
。
病
名
は
何
か
。
入
隊

当
時
に
嚴
格
な
る
思
想
検
査
、
身
体
検
査
を
や
つ
た
の
か
。
や
つ
た
と
す
れ
ば
そ
の
結
果
は
ど
う
で
あ
つ
た
の
か
。
や
ら

な
い
と
す
れ
ば
、
検
査
を
や
ら
な
く
て
も
採
用
で
き
る
よ
う
な
規
定
が
あ
る
の
か
。
又
、
検
査
を
や
ら
ず
に
急
に
人
を
集

め
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
つ
た
の
か
。 

一 

警
察
予
備
隊
で
は
、
最
近
盛
ん
に
か
く
首
を
し
て
い
る
が
、
か
く
首
の
理
由
は
何
か
、
明
示
さ
れ
た
い
。 

、

二 

か
く
首
さ
れ
た
も
の
は
総
計
何
人
か
。 

、
、 警

察
予
備
隊
員
の
解
雇
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

、、

、

 



 

 

四 
六 
米
国
人
教
官
が
一
切
の
訓
練
に
当
つ
て
い
る
そ
う
だ
が
、
米
国
人
に
よ
る
日
本
人
の
戰
鬪
訓
練
類
似
の
よ
う
な
（
戰
争

を
放
棄
し
た
憲
法
を
も
つ

和
国
家
の
日
本
人
が
）
ば
か
げ
た
訓
練
を
今
後
い
つ
ま
で
何
百
万
人
が
受
け
ね
ば
な
ら
な
い

の
か
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
だ
れ
が
計
画
し
、
だ
れ
が
実
施
に
当
つ
て
い
る
か
。
政
府
は
政
府
が
や
つ
て
い
る
と
い
う
で
あ
ろ

う
が
、
今
回
の
被
解
雇
者
が
、
解
雇
の
異
議
申
立
を
し
た
と
き
、
当
事
者
は
返
答
に
因
り
、
外
人
教
官
さ
え
も
、
私
で
は

何
と
も
で
き
ぬ
と
い
つ
た
と
い
う
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
現
実
の
事
実
で
あ
つ
て
、
戰
争
に
狂
奔
す
る
夢
の
国
の
い
く
さ

物
語
の
一
節
で
は
な
い
の
だ
。 

七 

右
の
被
解
雇
者
に
対
す
る
処
置
は
ど
う
し
た
の
か
。 

右
質
問
す
る
。 


